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イモ作 りと養豚
牧師 比後を通 じての最大の別並弧数 16ノJ-5千琉余 (19

61年6月30日現在､経済局出産課調べ)に 増殖 した豚は

旺比のrI.,要 (14万頭 内外 )をオ ーバ ー した為､豚価の大

暴落を来た し､殿家 を不安に陥 し入れ､市町村当局は試

倣ff,枚著 して価格 を節定､業者が儲け過ぎると非難 し､

共助 まE洋紙な計算 を出 してこれに反故を加 えると言 う具

合でいがみ合 ったが､香判別こ輸出することが出来て塊分

価格の持 ち憤 りを見たのでこの争 い も一応糾 った形 とな

った｡ しか し､なお豚価は不安定で満足出来 ない状態 に

あ ったliTrか ら､豚価安定法 の早朋立法が要話 され1962年

CL)立法院nii会で立法成立を見たが ､細 目の規程 も末制定

の まま､今度は豚の飼牡敢数の急激な減少を来 し逆 に豚

価が 暴騰 したため､豚価安走法 も棚上げの形 である｡

腰肋安淀法の内容か らす ると､あ る限界以下に豚価が

下落すれば､政府が買上げ豚 肉を保管 し､これを加工又

は輸出 して豚価の安定 を図 らぬばな らない｡ (この事兼

はEE体を指定 して行なはせ ることが出来 る)

この法によ って農家は豚価の暴落か ら救われ得 るが､

豚 ltniが騒謄 して豚肉価格が高騰 して庶民 の生活が囲鰍 こ

なる斗f態に対 しての異体 的救済熊は示 されてない｡

豚価の激 しい変動は､常に農家の寮豚経営上 の大 きな

悩みであることは沖縄 も本土 も変 りない所か ら､本土で

は一足先の節39議会 中の1961年10月31日に畜産物 の価格

安出TI,に関する法符が放念を通過立.はされ､同年 12月

7日には席塵振興fj}-米田]が発足 した｡1962年2月には畜産

番.-,&会の決淀 した肉豚の巌低価格を測 る･rJT態が生 じたの

で､2月7Elか ら肉豚の粥男が始 まり､hT1年 6月 までには

11フ18百余頭が買上げ られたため､豚価の暴落 を食 い止

第 1表 沖縄における戦前 ･戦後 の家畜頭毒牧比 較

め得たのである｡ 男:上げの総観は5007j!川以上 に上 った

そ うである｡ しか し､その後の状況は肉豚 の出廻 り不良

か ら漸次l探価が苗厳 し庶民 の食生活 を街かす上限の価格

にな って来 たので､保 管 されていた豚 肉を売 り出 して豚

肉価格の高騰 を阻｣上し庶民の食生活の安定を守 る熊が採

られた｡

ここで沖糾ま並 に本土の畜産が戦前 と戦後 を比搬 しど う

変 ったかを見 てみよ う｡

第 1表 の沖縄.の畜産 を見 ると､敵前に比 し増 している

のは､乳牛で2割1歩へ 豚が1歩増 し (但 し1961年 6月末 日

の男達済JJqJ畜産課の調査 16万5千頭 とす る勘合は126%で 2

割 6土民増 したことになる)｡A-は約 2倍半 となるが役 何

年 は約半分に､馬は約 3分の 1に減 り､山羊は 4割 止 り

であ って､家畜単位に直 して見 ると戦前に上ヒし戦後は約

33,440所/少ないのである｡(家畜単位は牛 1､馬 1､豚 5

山羊10､≡弘100を以て-家畜単位 とす る)

本土は､馬が農薬 の寺銭核化によ り3分の 1に減 ってい

るが､役肉牛は 1割 増 して居 g)､山羊が約 2倍にな り､

a-が 7'aJ5分増 し､乳牛は約 4倍に近 く､豚 の如 きは 4

倍以上にそれぞれ増殖 している｡

戦後本土の歩みは､増殖計画 を上姻 る増産 を示 し､再

三計画 の迎1宜 しが行なわれ た程堅実 な進みを見 せて来た

さらに10年後 の昭和 46年 (1971年)には 役肉用 牛 を

253万血 ､乳牛293万頭 ､ (属は50万頭に減す) 豚7397Ij

頭 ､山羊50万頭 ､%･を 1億 5千万羽にそれぞれ増殖 し､

さらに資質の良 い家畜に改良する計画 を樹立 しよ うと し

ている｡この改良を豚に例 をと ってみ るな ら､飼料の利

用率が苗 く､よ り少ないE]数で肉豚 と して出荷出来 ､肩 幅

(j蓬済JTFU畜産課調べ)

(3)

(6ペー ジにつづ く)



(3ペー ジのつづき)

よ りも尻h-の広 い形 の ものに してノ校内 と｣二肉の歩･伺 りを

石7;くし､産Ff数 も多 いよ うな豚に改良 して行 く計国 を樹

てよ うと していZ､ー

崩l･F'3'.ら しい計画にな るが ､従来の実紙か ら して実二配性

は襖 いと見 てよろ しい｡計画は上記の様であるが ､現状

は ど うか｡戦 渦の,本土の養豚は10万頭以上 を飼養す る県

は押紙 以外になか ったのであるが ､昨年 2月 1日二現在で

('1'tj城LRは3477頭 を突破 し､13TJ'頭以上のlRは､田三児島､

北 海道､愛知 ､埼玉､千累､郡偲､宵崎 と10県に及ぶ｡

なお一戸 当 りの飼蛮頭数の頗市は愛対]県の7.7孤で 大方

の児が一rT3頭以上 にな っている｡

この-TT当 り同社頭数の†日加1は､I漣林行く旭に各LE請の桁

将機関に よる家 畜の飼盈嘉至済ぷヨ査 の結 果が ､多三iEi凄文飼う守

でなければ総ての 蔚産経';Lli'は'赤字 であ ると言 う結論が出

たため､W)二粧養豚並に多頭数 飼育の為の経つLl:方法､】竺金 の

調達､1会合の設計､鰐料計囲 ､飼料の和介､家溝の衛生

所 ､出荷方法､その他に対 し適切 な指三拝と政環が採 られ

たこととJ鑓民の.ligf:欲の盛 り上 りの結果である｡

斯 く木i1..3[5産 の戦後 の延 びは崩nH･ら しいのに､牧前 日

本一の#･豚県であ った沖純が延 び悩んでいる原因は何処

にあるのか ｡当局はキ ビ､パイ ンのブ ームに押 されて家

.ieの 1:.盟郎料であるイモ作付[由朋の桁少にrj(Eヨする郎料

イこ111の為であると説明 している｡ しか らばイモは経 済的

IIキ ビ､パ インに全 々太プJ打 ち出来ないのであろ うか｡

U,き句挺戊と場の平野技師は ｢沖純 腿 准と その振興に関する

~二､三のIn見｣ (1963年 2月 6日) と言 う論文に10ア ー

ル当 り､イモの/生産 を17,45k仁(坪9.7JT)で､ 年 2回取

れば､10ア ール 当 り 定植10,020kg､ 再植6,890kg､粍出

6.1301くt:を/生花 した ものを1kg当 り111日5lErlに､パ イ ンは 1

作 5カ年 の命,3110ア ール当 り6,000kgを′巨産 1kg当 り 6

イ川に允わた助でナこれを 1カ年間の土地/i-i稚刀にt印す とそ

かぞれj･1析100JJTl,､群杭103J)Zi､株出 し921)tl､パイ ンは72J)に

となるがイモは 1kg2イrH7傾 (1TTlLlり1仙 6厘)に し

てり.4'川にな り､笈柄､市格のキ ビと大 ;FE.な く､株出 し､

あ るいはパイ ンよ りもflJJ利であると結.論 している｡ (敬

-'Jl'･は･iTf'糾上の'R枇 )

イモ作には一般にl∋臥し､が少な <､キ ビの後作にイモを

締付け る場イ↑Tlは佃肥料で=]i倍する慨 向にあるが ､これ

をキ ビ作稲:喧■に王威肥 を基肥 と し､追肥に金肥の 2､ 3仏

も低川するな ら､10ア ール当 り僧の 360kg(坪 20F7｢)は

三粧し二揺れるであろ う｡ 7年前の1956年tiri沖約1肝FPfUi攻肘 の

依柿でi'IAl岡に乳ノr-L!r一班コに他かけたllIj=､腰一家に立寄 ってイ

モ(.1)lop/ ル ､''iりの収態 を価 いてLtLた｡)枕例日/本全国の

第 2表 日本における戦 前戦後の家畜頭数比 較 (腰林省都産要鬼並に畜産 便 り)

役閃mq二 乳 Jl] 牛 Zi-, 牒 Jt こ羊 孤

職,VLの最高豆嗣司教 2,138,430三成 264,834i1-11 1,410,764uT7日 932,335弧 251.973瀬 51,322,438羽

1962年･2月 1日Ba在 2,332,170 1,001,690 546,700 4,032,740 498,580 90,006,000

職前 の土讃拓 を100と
した也‡合 1962年 と 109% 378% 3】% 432% ユ97%
の比率

第 3衷 反 当 飼 料 生 産 比 較 Iirl.純 統計 旧和 10rFよ り｢Fl和 14作 までの 5カTF･T,',tE)J支当収E3.よ り節定

飼 料 名 反 当収 †首 1(-7の1丑frli. 反 当1屯王立

水 村 1.637口 39L'1 63.Slコ

陸 稲 0,760 38 27.8

大 麦 0,583 29 16.9

小 麦 0.d57 36 16.5

1照 麦 0.490 37 18.1

TT分 巾 成 分

_上江重野ヒ誤 rl円 抑 粉 価

6.6% 83.2%

6.6 83.2

6.1 73.9

9.L1 76.0

6.8 77.0

反 当 生 産

可洞化軍規 蝦 粉 価

4,2〔7 53.07ri

1.8 23.12

1.0 12.48

1.6 12.54

1.2 13.93

大 豆 0.691 34 23.5 29.0 73.9 6.8 17.36

イ モ 4951ユ 495.0 0.9 22.0 4.4 ユ08.90

(ii:) 飼料m仰1作物 と して頗適な ものはtr瀕 である｡

(6)
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第 4表 本 土 畜 産 事 業 団 の 豚 枝 肉 買 上 価 格 (1Kg当 り)

J表粥 ･戚低別

最古̀古価 析

王冠 低 価 J格

年 鑑 雷冨霊 廟竺 lユ p竺 ｣ Eて

1962年3月 まで 340円 (56.6仙 ) 1305円 (50.8イ川)

ユ962年4月以降 同 上 同 上

1962年3月 まで

1962年4月以降 ≡.1::L- 1:-い :;三一 .ニー::- ∴ こ

tl'IJ 考 1. 枝 肉とは放血､脱毛 し､頭､内臓 ､蹄等を除去 した もの

但 し本土ICは符牒並に腎臓周囲の脂肌はその まま付けて冊 く

2. ( )内は600g(1斤 )当 りの価格 を示す｡

反当 りイモの収f=l:は375r竺(坪 7斤 8台)(沖純は戦前500JEl

平均であ った)と気隠 して いたのIC｢400Llは採れるか｣

と聞いたら ｢800fユ平均採れ る｣ との返りTであ った｡

｢それ ま照鹿家の話 じ ゃな いか ｣と反問 した ら ｢頂鹿家

は1000･Lユ以上だ｣と明E択な答 えであ った｡少々オ ーバ -

な言い方 と して も沖縄が後 れていることは徹かである｡

気侯条件は遥かによろ しい沖純 と しては静岡 以上であ

るべきことは当然 と言 ってよか ろ う｡

イモ作は他作に比 し労ノブが要 求 される か ら嫌 だ とも

言われるそ うだが､在来の鰍 を振 り上げ､打ち下 ろす腰

の痛 い腰淡は今時は流行 らない｡すべか らく英俊の紋で

行 くべ きで､桝,ta､旺立､収窄劉こは邸 でなければ トラクタ

ーを使い機械化膿濃で行 く｡10ア ールで も一切収税をや

り､ひどい泥でない限 り洗 う必要 もな くその まま軌刀イ

モ摺機 (共同'jtS入)にかけ､直 ちにサイ ローに詰め込む方

式 を採れば煮 る為の燃料 と労刀が節約出来 る｡イモを夏

作に し後作 に燭鈴 濫作かその他 への利用 を考えるな ら虚

業経営を葉隠 らし<有利 にす ることが出来 るであろ う｡

勿論豚の飼料 とす る場合､イモは大変蛋 白質に乏 しい

飼料であるか ら､大豆粕 ､ふす ま､魚粉等 を補給 し､カル

(7)

広 J詣 而

300円 (50.0仙 )

rT7] _L

215円 (36.01[‖)

220円 (36.6仙 )

福 岡 ｢17

300円 (50.Dil=)

同 上

210Pj(35.01m)

220円 (36.6イIH)

シウムその他 の ミネ.ラル並 びに ビタ ミンも二埠慮に入 れな

ければならない｡豚用の配介飼料 も市販 されているか ら

利 用するに便利であろ う｡

j慧金面 では開発金融公庫 も簡産関係 への壬等出 しを計阿

しているか ら大 いに利用すべ きであろ う｡

瓜豚 も 2､ 3頭飼 いでは有利 性が ないことは本 土 も沖

縄 も同様であろ うか ら海月か隔月 に教頭のfJ一豚 を恥入 ､

飼育 して 6カ月以 内には肉豚 と して出 席す ることにすれ

ば､毎月か僻目 に収入が ある｡繁殖豚 も毎月か脚月に 1

仮か 2股のFIF･豚 を売 り出 し得 るとなれば､豚価の変軌が

如何に激 しかろ うと も年 間普通ず るな ら痛みは感 じない

であろ う｡

最近 (4月上旬 ) 首里 で肉豚が600クラム401Iu余 りで

売 れた と聞 いたが ､それはそれ と して香子巷出荷 も可能 な

線 まで生産原 価を落せる様に不断 の研究が必要 である｡

イモが家菌飼料 と して大変有利 な作物 であることを河三

明する資料 と してgJ'3表 を見 て もらい度 い｡

腰光経営は災雷の多 い沖縄 では片寄 り過 ぎない様考え

られなければな らな いと思 う｡ (日 越 国 吉 )


